
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
行
方
と
中
国
外
交

分
析
リ
ポ
ー
ト

　

二
○
○
五
年
一
二
月
一
四
日
、
第
一
回
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」（E

ast A
sia S

um
m
it

）
が
マ
レ
ー
シ
ア

の
首
都
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
る
。
同
サ
ミ
ッ
ト
の
実
施
は
、
ア
セ
ア
ン
・
プ
ラ
ス
・
ス
リ
ー
（
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
）
の
発
展
の
延
長
線
上
に
あ
る
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
（E

ast A
sia C

om
m
unity

）
の
方
向

性
を
示
す
一
つ
の
試
金
石
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。
本
稿
で
は
、
最
近
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
に
お
け
る
地
域
統
合
の
動

き
を
踏
ま
え
て
、
同
地
域
の
外
交
・
安
全
保
障
に
関
す
る
国
際
的
枠
組
み
を
概
観
す
る
と
と
も
に
、「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」
構
想
を
め
ぐ
る
動
向
に
焦
点
を
当
て
る
。
さ
ら
に
、
近
年
同
地
域
に
お
い
て
目
覚
し
い
成
長
と
発
展
を

遂
げ
て
い
る
中
国
が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
に
つ
い
て
も
分
析
を
行
う
。

●
概
観
│
冷
戦
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
多
国
間
の
国
際

的
枠
組
み

ポ
ス
ト
冷
戦
期
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
外
交
・
安
全
保
障
シ

ス
テ
ム
は
、
冷
戦
期
に
形
成
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
を
中
心
と
す
る
同
盟
シ
ス

テ
ム
で
あ
る
、
い
わ
ゆ
る
「
ハ
ブ
・
ア
ン
ド
・
ス
ポ
ー
ク
型
」（
扇
型
）

の
二
国
間
安
全
保
障
同
盟
の
枠
組
み
と
、
主
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
心
と
し

た
比
較
的
緩
や
か
な
繋
が
り
に
よ
る
多
国
間
対
話
形
式
の
国
際
的
枠
組
み

な
ど
が
並
存
し
て
い
る
。
現
在
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る
主
な
国

際
的
枠
組
み
と
し
て
は
、
ト
ラ
ッ
ク
Ⅰ
と
呼
ば
れ
る
政
府
レ
ヴ
ェ
ル
の
多

国
間
枠
組
み
と
し
て
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
（A

sia-Pacific E
conom

ic 

C
ooperation

＝
Ａ
Ｐ
Ｅ
Ｃ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（A

SE
A

N
 

R
egional Forum

＝
Ａ
Ｒ
Ｆ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
拡
大
外
相
会
議
（A

SE
A

N
 

Post-M
inisterial C

onferences

＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
Ｐ
Ｍ
Ｃ
）、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
、
ア
ジ
ア
欧
州
会
合
（A

sia-E
urope M

eeting

＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
）
等
が

存
在
す
る
（
図
参
照
）。
さ
ら
に
言
え
ば
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
特
定
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
議
論
す
る
た
め
の
国
際
的
枠
組
み
で
あ
る
六
者
協
議
や
朝

鮮
半
島
エ
ネ
ル
ギ
ー
開
発
機
構
（T

he K
orean Peninsula E

nergy 

D
evelopm

ent O
rganization

＝
Ｋ
Ｅ
Ｄ
Ｏ
）
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
う
し
た
地
域
の
緩
や
か
な
多
国
間
対
話
の
枠
組
み
が
生
ま
れ
て
き
た

一
つ
の
背
景
と
し
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
国
々
で
は
歴
史
的
に
見
て

も
多
様
な
政
治
体
制
、
民
族
、
言
語
、
宗
教
、
経
済
の
大
き
な
格
差
に
よ

っ
て
、
欧
州
の
よ
う
に
統
一
さ
れ
た
地
域
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
存

在
し
に
く
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
た
め
同
地
域
に
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
お
け
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
よ
う
な
「
集
団
的
安
全
保
障
」（C

ollective 

Security

）
に
基
づ
く
よ
り
強
制
力
の
強
い
安
全
保
障
シ
ス
テ
ム
が
発
達

し
て
こ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

む
し
ろ
冷
戦
後
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
い
て
は
、
米
ソ
対
立
と
い

う
冷
戦
構
造
が
消
滅
し
た
の
ち
、
比
較
的
拘
束
力
の
弱
い
多
国
間
の
対
話

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
よ
っ
て
政
治
、
経
済
、
社
会
、
文
化
と
い
っ
た
様
々
な
分

松
本
は
る
香

41─アジ研ワールド・トレンド No.123（2005．12）



分析リポート
「東アジア共同体」構想の行方と中国外交

野
に
お
い
て
地
域
協
力
の
基
盤
を
構
築
し
て
い
こ
う
と
い
う
動
き
が
見
ら

れ
る
。
特
に
、
同
地
域
全
域
の
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る
協
調
的
安
全
保

障
（C

o-operative Security

）
の
国
際
的
枠
組
み
と
し
て
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
発
展

等
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
言
う
協
調
的
安
全
保
障
と
は
、
必
ず
し

も
特
定
で
き
な
い
安
全
保
障
上
の
脅
威
が
潜
在
す
る
国
際
関
係
に
お
い
て
、

潜
在
的
敵
性
国
を
含
む
多
国
間
の
協
調
に
よ
っ
て
安
定
を
は
か
る
と
い
う

概
念
で
あ
る
。
特
に
、
武
力
紛
争
の
未
然
防
止
や
非
軍
事
的
な
問
題
解
決

を
目
指
し
て
、
多
国
間
協
議
に
よ
る
信
頼
醸
成
や
軍
事
力
の
透
明
性
等
を

進
め
て
い
く
こ
と
を
重
視
す
る
。
協
調
的
安
全
保
障
の
枠
組
み
の
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
欧
州
安
全
保
障
協
力
機
構

（T
he O

rganization for Security and C
o-operation in E

urope

＝
Ｏ
Ｓ

Ｃ
Ｅ
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
れ
に
該
当
す
る
も
の
と
し
て
、
極
東
及
び
中

央
ア
ジ
ア
地
域
で
は
中
国
を
は
じ
め
と
し
て
、
ロ
シ
ア
、
中
央
ア
ジ
ア
諸

国
か
ら
成
る
上
海
協
力
機
構
（Shanghai C

ooperation O
rganization

＝

Ｓ
Ｃ
Ｏ
）
が
結
成
さ
れ
た
。
も
と
も
と
同
機
構
は
、
冷
戦
後
の
中
露
国
境

地
帯
の
兵
力
削
減
に
よ
る
緊
張
緩
和
と
い
っ
た
安
全
保
障
分
野
に
お
け
る

多
国
間
対
話
を
行
っ
た
こ
と
に
端
を
発
し
て
お
り
、
近
年
テ
ロ
リ
ズ
ム
対

策
や
経
済
分
野
に
お
け
る
地
域
協
力
等
に
重
点
が
置
か
れ
て
い
る
。

●
ア
ジ
ア
の
多
国
間
の
地
域
協
力
と
共
同
体
形
成
の
動
き

近
年
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
地
域
統
合
に
向
け
て
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」

を
形
成
し
よ
う
と
い
う
動
き
が
加
速
し
て
い
る
。
ま
た
、
そ
れ
に
並
行
す

る
か
た
ち
で
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
創
設
し
て
い
こ
う
と
す
る
動
き
が

見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
な
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
に
お
け
る

共
同
体
形
成
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
て
い
る
理
由
と
し
て
三
つ
の
要

因
が
あ
る
と
言
え
よ
う
。
第
一
は
、
域
内
に
お
け
る
交
流
の
急
速
な
拡
大

や
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
と
も
な
う
相
互
依
存
の
深
化
で
あ
る
。
例

え
ば
、
こ
こ
一
○
年
間
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
枠
内
に
お
け
る
貿
易
額
概
算

は
、
日
本
＝
中
国
間
で
四
倍
、
中
国
＝
韓
国
間
で
八
倍
、
中
国
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
間
で
は
六
倍
に
跳
ね
上
っ
た
。
第
二
は
、
国
際
環
境
の
変
化
に
よ
っ

て
地
域
協
力
の
重
要
性
が
益
々
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
特
に
、
一

九
九
七
年
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
に
よ
っ
て
多
国
間
の
地
域
協
力
の
必
要
性

が
急
速
に
高
ま
っ
た
。
さ
ら
に
、
二
○
○
一
年
の
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
事

件
の
発
生
に
よ
っ
て
、
い
わ
ゆ
る
国
境
を
超
え
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
が
急

務
と
な
っ
て
い
る
。
第
三
は
、
中
国
の
多
国
間
の
地
域
協
力
に
対
す
る
外

交
姿
勢
の
変
化
で
あ
る
。
従
来
、
中
国
は
必
ず
し
も
地
域
の
多
国
間
協
調

に
積
極
的
で
は
な
か
っ
た
。
だ
が
、
一
九
九
○
年
代
後
半
頃
か
ら
外
交
方

針
を
転
換
し
て
、
い
わ
ゆ
る
「
周
辺
外
交
」

│
「
与
隣
為
善
、
以
隣
為

伴
」（
隣
国
と
の
善
隣
関
係
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
）

│

を
積
極
的
に
進
め
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
核
と
し
た
多
国
間
協
議
で
あ
る

Ａ
Ｒ
Ｆ
や
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
等
に
参
画
し
て
い
る
。
そ
し
て
結
果
的
に
は
、

こ
の
よ
う
な
中
国
の
外
交
姿
勢
の
変
化
そ
の
も
の
が
最
近
の
同
地
域
の
多

国
間
協
調
の
発
展
を
事
実
上
後
押
し
し
て
い
る
。

ち
な
み
に
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
に
先
立
っ
て
、
よ
り
具
体
像

が
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
構
想
に
関
し
て
言

え
ば
、
一
九
九
七
年
七
月
の
ア
ジ
ア
通
貨
危
機
を
受
け
て
、
同
年
一
二
月

の
第
二
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
非
公
式
首
脳
会
議
に
お
い
て
東
南
ア
ジ
ア
を
一
つ

の
共
同
体
に
す
る
こ
と
を
目
指
す
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
二
○
二

○
」
が
採
択
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
を
受
け
て
、
翌
年
に
は
同
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
を
実
現
す
る
た
め
の
「
ハ
ノ
イ
行
動
計
画
」
が
提
出
さ
れ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
自
由
貿
易
地
域
（A

SE
A

N
 Free Trade A

rea

＝
Ａ
Ｆ
Ｔ
Ａ
）
や
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
投
資
地
域
（A

SE
A

N
 Investm

ent A
rea

＝
Ａ
Ｉ
Ａ
）
の
実
施
加

速
を
盛
り
込
ん
だ
地
域
経
済
統
合
へ
の
道
筋
が
示
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
二

○
○
三
年
一
○
月
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ
リ
で
開
催
さ
れ
た
第
九
回
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
に
お
い
て
「
第
二
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
和
宣
言
」

（D
eclaration of A

SE
A

N
 C

oncord II

）、
い
わ
ゆ
る
「
バ
リ
・
コ
ン
コ
ー

ド
Ⅱ
」の
採
択
に
よ
っ
て
、
二
○
二
○
年
ま
で
に
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」

を
設
立
す
る
こ
と
で
合
意
が
な
さ
れ
た
。「
バ
リ
・
コ
ン
コ
ー
ド
Ⅱ
」
に

よ
れ
ば
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
は
、
①
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
安
全
保
障
共

同
体
」、
②
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
経
済
共
同
体
」、
③
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
社
会
・
文

化
共
同
体
」
を
三
つ
の
柱
と
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
が
示
さ
れ
た
（
特

に
、「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
安
全
保
障
共
同
体
」
の
「
安
全
保
障
共
同
体
」
の
概

図　アジア太平洋における国際的枠組み

（出所）日本外務省ホームページ（http://www.mofa.go.jp/mofaj/area/asean/pdfs/gaiyo.html）。APEC（アジア太平洋経済協力） 

（＊）はオブザーバーとして参加 

ARF（ASEAN地域フォーラム）（23か国＋EU） 

ASEAN・PMC（ASEAN拡大外相会議） 

ASEAN＋3

ASEAN（東南アジア諸国連合） 

ブルネイ　インドネシア　マレーシア　タイ 
フィリピン　シンガポール　ベトナム 

米国　　カナダ　　オーストラリア 
ニュージーランド　　ロシア 
 

ペルー　　メキシコ　　チリ 
中国香港　　チャイニーズ・タイペイ 
南太平洋フォーラム（＊）ASEAN事務局（＊） 

パプアニューギニア モンゴル（第５回閣僚会合で参加承認） 
北朝鮮（第７回閣僚会合より参加） 
パキスタン（第11回会合で参加承認） 

ラオス　ミャンマー（第３回閣僚会合で参加承認） 
カンボジア（第２回閣僚会合で参加承認） 

インド（第３回閣僚会合で参加承認） 
EU

日本　　　　韓国　　　　中国 
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分析リポート
「東アジア共同体」構想の行方と中国外交

念
に
関
し
て
は
参
考
文
献
①
を
参
照
）。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
共
同
体
」
の
構
築
を
通
じ
て
、「
＋
３
」（
プ
ラ
ス
・
ス
リ
ー
）
の
日
本

・
中
国
・
韓
国
三
国
と
の
協
調
関
係
を
保
ち
つ
つ
も
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
独
自

の
主
体
性
を
確
保
し
よ
う
と
い
う
狙
い
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、

将
来
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
が
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」
を
モ
デ
ル

と
し
て
、
よ
り
テ
ー
マ
を
細
分
化
し
た
共
同
体
を
形
成
し
て
い
く
可
能
性

も
あ
る
だ
ろ
う
。

●
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
経
緯

近
年
、
東
ア
ジ
ア
地
域
協
力
の
包
括
的
な
国
際
的
枠
組
み
と
し
て
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
一
○
カ
国
に
日
本
・
中
国
・
韓
国
三
カ
国
を
加
え
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

＋
３
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
は
、
一
九
九
六
年

三
月
に
第
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ｍ
の
開
催
時
に
初
め
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
○
カ
国
と

日
中
韓
三
カ
国
の
首
脳
が
一
堂
に
会
し
た
の
が
そ
の
発
端
と
な
っ
た
。
一

九
九
七
年
一
二
月
に
は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
談
と
同
時
に
第
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
議
が
実
施
さ
れ
た
。
ち
ょ
う
ど
ア
ジ
ア
金
融
危
機
に
対

応
す
る
た
め
の
地
域
連
繋
の
必
要
性
も
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
枠
組

み
は
急
速
に
制
度
化
が
進
ん
だ
。
い
ま
や
同
枠
組
み
は
ア
ジ
ア
太
平
洋
地

域
に
お
け
る
政
治
、
経
済
、
安
全
保
障
と
い
っ
た
包
括
的
な
議
題
を
扱
う

協
議
の
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
つ
つ
あ
る
。

そ
し
て
近
年
、
そ
の
実
体
に
つ
い
て
は
未
だ
模
索
段
階
に
あ
る
も
の
の
、

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
枠
組
み
を
い
わ
ば
「
格
上
げ
」
す
る
か
た
ち
で
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
形
成
し
て
い
く
と
い
う
構
想
が
浮
上
し
て
い
る
。
さ

ら
に
、
将
来
の
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
の
協
議
の
場
と
な
り
得
る
「
東
ア

ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
が
実
現
さ
れ
つ
つ
あ
る
。

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
誕
生
の
き
っ
か
け
は
、
一
九
九
八
年
一

二
月
、
韓
国
の
金
大
中
大
統
領
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
場
に
お
い
て
、
幅

広
い
地
域
協
力
促
進
の
た
め
の
官
民
合
同
の
有
識
者
か
ら
成
る
意
見
交
換

を
目
的
と
す
る
「
東
ア
ジ
ア
・
ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
・
グ
ル
ー
プ
」（E

ast A
sia 

Vision G
roup

＝
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｇ
）
の
設
置
を
提
案
し
た
こ
と
に
遡
る
。
ま
た
、

二
○
○
一
年
一
○
月
、
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｇ
は
第
五
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
に
お
い
て

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
│
平
和
、
繁
栄
、
進
歩
の
地
域
に
向
け
て
」

（"Tow
ards an E

ast A
sian C

om
m

unity: R
egion of Peace, Prosperity 

and Progress"

）
と
い
う
政
策
提
言
書
を
提
出
し
た
。
そ
の
な
か
に
は
、

①
経
済
、
②
金
融
、
③
政
治
・
安
全
保
障
、
④
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
⑤

社
会
・
文
化
、
⑥
組
織
の
制
度
化
、
と
い
っ
た
様
々
な
分
野
に
お
け
る
地

域
協
力
を
進
め
て
い
く
べ
き
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
特
に
組
織
の
制
度

化
と
し
て
、
今
後
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
創
設
す
る
こ
と
及
び
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
談
を
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
発
展
さ
せ
て
い

く
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
二
○
○
○
年
一
一
月
、
Ｅ
Ａ
Ｖ
Ｇ
提
案
の
評
価
を
目
的
と
す

る
政
府
レ
ヴ
ェ
ル
の
「
東
ア
ジ
ア
・
ス
タ
デ
ィ
ー
・
グ
ル
ー
プ
」（E

ast 

A
sia Study G

roup

＝
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
）
を
設
置
す
る
こ
と
が
提
案
さ
れ
た
。

二
○
○
一
年
三
月
、
第
一
回
Ｅ
Ａ
Ｓ
Ｇ
会
合
が
開
催
さ
れ
て
、
最
終
的
に

は
二
○
○
二
年
一
一
月
の
第
六
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
場
に
お
い
て
政
策

提
言
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
提
言
に
は
今
後
進
め
て
い
く
べ
き
東
ア
ジ
ア
の

地
域
協
力
と
し
て
、
同
地
域
に
お
け
る
シ
ン
ク
タ
ン
ク
間
で
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構
築
し
て
い
く
こ
と
を
は
じ
め
と
す
る
一
七
項
目
に
及
ぶ
短
期
的
な

具
体
的
措
置
、
及
び
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
の
早
期
実
現
を
含
む
九

項
目
の
中
長
期
的
な
具
体
的
措
置
を
含
む
合
計
二
六
項
目
に
わ
た
る
方
策

が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
今
後
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会
談
の
枠
組
み
を
基

礎
と
し
て
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
へ
進
化
さ
せ
て
い
く
べ
き
こ
と
や
、

同
サ
ミ
ッ
ト
開
催
に
向
け
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
参
加
国
が
一
丸
と
な
っ
て

定
期
的
な
多
国
間
準
備
会
合
を
行
う
べ
き
こ
と
等
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
こ

の
よ
う
な
動
き
を
受
け
て
、
中
国
や
韓
国
が
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」

の
ホ
ス
ト
候
補
国
と
し
て
名
乗
り
を
あ
げ
た
。
だ
が
、
マ
レ
ー
シ
ア
が
二

○
○
五
年
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
議
長
国
に
就
任
す
る
こ
と
や
最
初
の
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
３
の
開
催
国
で
あ
る
こ
と
を
理
由
に
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
で
実

施
す
る
こ
と
を
強
く
希
望
し
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
の
支
持
を
広
く
集
め

た
。
こ
う
し
て
最
終
的
に
第
一
回
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
は
二
○
○

五
年
一
二
月
、
マ
レ
ー
シ
ア
で
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

ち
な
み
に
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
を
め
ぐ
る
日
本
政
府
の
立
場
に
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分析リポート
「東アジア共同体」構想の行方と中国外交

つ
い
て
言
え
ば
、
二
○
○
二
年
一
月
一
四
日
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
歴
訪
時

の
政
策
演
説
の
な
か
で
小
泉
首
相
は
、「
東
ア
ジ
ア
は
個
々
の
国
を
合
わ

せ
た
以
上
の
力
を
全
体
と
し
て
発
揮
で
き
る
。
と
も
に
歩
み
と
も
に
進
む

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
構
築
を
目
指
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
初
め
て
「
東
ア

ジ
ア
共
同
体
」
に
つ
い
て
言
及
し
た
（
参
考
文
献
②
参
照
）。
ま
た
、
二

○
○
三
年
一
二
月
に
は
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
特
別
首
脳
会
談
に
お
い
て
小
泉
首

相
が
共
同
議
長
を
務
め
て
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
の
構
築
を
追
求
す
る
」
こ

と
を
盛
り
込
ん
だ
「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
東
京
宣
言
」
へ
の
署
名
が
な
さ
れ
た
。

さ
ら
に
、
小
泉
首
相
は
二
○
○
五
年
一
月
の
国
会
に
お
け
る
施
政
方
針
演

説
の
な
か
で
「
多
様
性
を
包
み
込
み
な
が
ら
経
済
的
繁
栄
を
共
有
す
る
、

開
か
れ
た
『
東
ア
ジ
ア
共
同
体
』
の
構
築
に
積
極
的
な
役
割
を
果
た
し
て

い
く
」と
表
明
し
た
。
目
下
の
と
こ
ろ
日
本
政
府
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

に
対
す
る
基
本
方
針
と
し
て
、
①
参
加
国
を
初
め
か
ら
固
定
せ
ず
、
経
済

連
携
、
金
融
、
国
境
を
越
え
る
問
題
等
に
対
す
る
協
力
の
積
み
重
ね
に
よ

っ
て
共
同
体
を
形
成
す
る
、
②
対
外
的
な
開
放
性
と
透
明
性
を
確
保
す
る
、

③
今
後
、
共
同
体
形
成
に
つ
い
て
の
基
本
的
価
値
・
原
則
を
明
確
化
し
て

い
く
等
の
方
針
を
示
し
て
い
る
。

●
中
国
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
関
係
の
強
化

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
実
現
に
向
け
た
模
索
が
な
さ
れ
つ
つ
あ

る
な
か
で
、
中
国
は
特
に
一
九
九
○
年
代
後
半
以
降
、
多
国
間
協
議
を
通

じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
間
に
友
好
関
係
を
築
く
こ
と
に
注
力
し
て
き
た
。

例
え
ば
、
一
九
九
七
年
一
二
月
、
第
一
回
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
開
催
時
に
、

中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
間
に
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
１
（
プ
ラ
ス
・
ワ
ン
）
を
実

施
し
て
両
者
は
「
二
一
世
紀
に
向
け
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
・
中
国
間
協
力
」
と

題
す
る
共
同
宣
言
に
署
名
し
た
。
ま
た
、
中
国
は
同
共
同
宣
言
に
基
づ
い

て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
一
○
カ
国
全
て
と
各
々
政
治
文
書
に
署
名
し
た
。
同
文

書
に
は
貿
易
、
投
資
、
文
化
等
の
分
野
に
お
け
る
協
力
拡
大
や
、
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ
や
Ａ
Ｒ
Ｆ
の
場
に
お
け
る
協
議
と
協
力
、
内
政
不
干
渉
、
要
人
往
来
の

強
化
等
の
内
容
が
盛
り
込
ま
れ
た
。
さ
ら
に
二
○
○
三
年
一
○
月
、
中
国

は
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
基
本
文
書
の
一
つ
で
あ
る
東
南
ア
ジ
ア
友
好
協
力
条
約

（T
reaty of A

m
ity and C

ooperation in Southeast A
sia

＝
Ｔ
Ａ
Ｃ
）
に

加
盟
す
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
間
に
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
（Strategic Partnership

）
を
確
立
し
た
。

中
国
の
対
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
積
極
外
交
の
姿
勢
を
象
徴
す
る
一
つ
の
出
来
事

と
し
て
、
二
○
○
○
年
一
一
月
、
中
国
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
首
脳
会
議
で
は
朱

鎔
基
首
相
（
当
時
）
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の
貿
易
投
資
関
係
を
強
化
す
る
こ

と
を
謳
っ
た
。
ま
た
、
そ
れ
に
と
も
な
い
中
国
は
、
中
国
＝
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

協
力
基
金
に
五
○
○
万
ド
ル
の
増
資
を
行
う
と
と
も
に
、
多
国
間
協
議
を

通
じ
て
南
シ
ナ
海
問
題
等
の
政
治
分
野
で
の
協
力
強
化
や
、
メ
コ
ン
川
流

域
開
発
や
ア
ジ
ア
縦
断
鉄
道
の
建
設
を
進
め
て
い
く
方
針
を
打
ち
出
し
た

（
参
考
文
献
③
）。
さ
ら
に
、
二
○
○
二
年
一
一
月
の
中
国
共
産
党
第
一

六
回
全
国
大
会
の
江
沢
民
総
書
記
に
よ
る
活
動
報
告
に
は
「
隣
国
と
の
善

隣
関
係
や
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
重
視
す
る
」（
与
隣
為
善
、
以
隣
為
伴
）

と
い
う
方
針
が
打
ち
出
さ
れ
、
周
辺
外
交
の
促
進
を
は
か
る
た
め
に
善
隣

友
好
外
交
や
地
域
協
力
を
強
化
し
て
い
く
こ
と
が
盛
り
込
ま
れ
た
（
参
考

文
献
④
）。

中
国
と
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
の
関
係
の
深
化
に
関
し
て
、
中
国
の
新
華
通
信
社

は
「（
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
）
中
国
が
戦
略
的
台
頭
を
実
現
す
る
上
で
の
も
う

一
つ
の
戦
略
的
拠
点
で
あ
る
。
人
権
、
国
連
改
革
、
国
際
政
治
経
済
秩
序

の
改
編
や
調
整
な
ど
の
重
要
な
国
際
問
題
に
お
い
て
中
国
と
途
上
国
は
共

通
言
語
を
持
っ
て
い
る
。
ま
た
、
途
上
国
は
中
国
が
持
続
可
能
な
発
展
問

題
、
特
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
資
源
問
題
を
解
決
す
る
上
で
の
協
力
パ
ー
ト
ナ

ー
で
も
あ
る
。
そ
れ
と
同
時
に
、
台
湾
問
題
の
解
決
も
途
上
国
の
支
持
に

か
か
っ
て
い
る
。
中
国
は
大
国
外
交
を
重
視
す
る
が
た
め
に
途
上
国
と
の

長
期
的
友
好
協
力
関
係
を
軽
視
し
て
は
な
ら
な
い
」
と
報
じ
て
い
る
（
参

考
文
献
⑤
）。
つ
ま
り
、
中
国
に
と
っ
て
の
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
は
、
欧
米
先

進
諸
国
等
か
ら
人
権
問
題
等
の
批
判
の
矢
面
に
立
た
さ
れ
た
場
合
に
、
言

わ
ば
「
共
通
の
言
語
」
を
以
て
連
帯
し
得
る
有
力
な
同
志
な
の
で
あ
る
。

ま
た
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
五
億
人
を
越
え
る
人
口
を
有
す
る
中
国
製
品
の
主

要
な
輸
出
先
で
あ
り
、
豊
富
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
資
源
の
供
給
源
と
し
て
も
、

そ
れ
ら
の
資
源
を
運
搬
す
る
シ
ー
レ
ー
ン
を
有
す
る
国
々
と
し
て
も
重
要
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分析リポート
「東アジア共同体」構想の行方と中国外交

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
将
来
中
国
が
西
部
大
開
発
を
推
進
し
て
い
く
上
で
も
、

そ
の
国
境
線
の
大
部
分
を
共
有
す
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
良
好
な
関
係
を
保
っ

て
い
く
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
つ
ま
る
と
こ
ろ
、
中
国
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と

の
間
に
友
好
関
係
を
築
い
て
い
く
こ
と
は
、
中
国
経
済
の
持
続
的
発
展
や
、

い
わ
ゆ
る
「
小
康
社
会
」（
経
済
的
に
多
少
ゆ
と
り
の
あ
る
社
会
）
と
い

う
国
家
建
設
の
目
標
実
現
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
の
で
あ
る
。

●
中
国
と
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
実
現
に
向
け
た
模
索
が
な
さ
れ
る
な
か

で
、
中
国
は
同
構
想
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
目
下
の

と
こ
ろ
、
中
国
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
に
対
し
て
全
面
的
な
支
持

の
姿
勢
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
二
○
○
五
年
一
月
、
中
国
の
王
毅
駐
日

大
使
・
元
外
交
部
副
部
長
は
「（
東
ア
ジ
ア
地
域
で
は
）
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋

日
中
韓
の
進
展
が
最
も
際
立
ち
、
東
ア
ジ
ア
協
力
の
主
要
チ
ャ
ン
ネ
ル
と

な
っ
て
い
る
。
さ
き
に
ラ
オ
ス
で
開
催
さ
れ
た
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
首
脳
会

談
で
、
各
国
は
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を
設
立
す
る
こ
と
で
一
致
し
て
、
二
○

○
五
年
に
第
一
回
『
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
』
を
開
催
す
る
こ
と
に
賛
同

し
た
が
、
こ
れ
は
東
ア
ジ
ア
協
力
が
全
面
的
推
進
と
い
う
新
た
な
段
階
に

入
り
、
東
ア
ジ
ア
及
び
世
界
経
済
の
枠
組
み
に
深
遠
な
影
響
を
も
た
ら
す

こ
と
を
意
味
し
て
い
る
」
と
述
べ
て
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」
開
催
へ

の
期
待
を
滲
ま
せ
た
（
参
考
文
献
⑥
）。

ま
た
、
王
毅
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
の
参
加
構
成
国
に
関
し
て
は
、

同
共
同
体
の
全
体
像
が
未
だ
明
ら
か
で
は
な
い
と
い
う
前
提
を
置
き
つ
つ

も
「
ア
メ
リ
カ
が
東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
重
要
な
利
益
と
影
響
力
を
有
し
て

い
る
こ
と
を
認
め
た
上
で
、
開
か
れ
た
地
域
主
義
に
則
り
、
ア
メ
リ
カ
等

の
域
外
国
家
を
排
斥
す
る
こ
と
な
く
、
こ
れ
ら
の
国
と
の
対
話
と
協
調
を

強
化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
中
国
は
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
が
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
を
原
型
に
し
て
形
成
さ
れ
る
べ
き

で
あ
る
と
い
う
立
場
を
採
り
つ
つ
も
、
あ
く
ま
で
も
そ
れ
は
「
開
か
れ
た

地
域
主
義
」
と
い
う
理
念
に
基
づ
く
べ
き
で
あ
り
、
ア
メ
リ
カ
を
は
じ
め

と
す
る
特
定
の
域
外
国
を
排
除
す
べ
き
で
は
な
い
と
い
う
立
場
を
明
ら
か

に
し
て
い
る
の
で
あ
る
（
参
考
文
献
⑦
）。

さ
ら
に
、
呉
建
民
中
国
外
交
学
院
委
員
長
・
全
国
政
協
外
事
委
員
会
副

主
任
は
、
将
来
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
に
お
け
る
多
国
間
協
議
の
場
を
通

じ
て
、
日
本
と
中
国
の
二
国
間
関
係
の
改
善
を
は
か
っ
て
い
く
べ
き
で
あ

る
と
し
て
い
る
（
参
考
文
献
⑧
、
⑨
）。
そ
の
例
と
し
て
、
長
い
戦
火
を

交
え
た
歴
史
を
持
つ
フ
ラ
ン
ス
と
ド
イ
ツ
が
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
欧
州

石
炭
鉄
鋼
共
同
体
（
Ｅ
Ｃ
Ｓ
Ｃ
）
を
出
発
点
と
し
て
、
後
に
欧
州
共
同
体

（
Ｅ
Ｃ
）
さ
ら
に
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
へ
と
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
地

域
の
多
国
間
枠
組
み
に
お
い
て
、
仏
独
二
国
間
の
問
題
解
決
を
は
か
る
と

と
も
に
徐
々
に
両
国
の
外
交
関
係
を
改
善
し
て
き
た
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。

そ
し
て
こ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
に
お
け
る
多
国
間

協
議
を
通
じ
て
、
日
中
二
国
間
の
問
題
を
解
決
す
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
て

い
る
。

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
に
関
し
て
中
国
社
会
科
学
院
日
本
研
究
所

研
究
員
の
馮
昭
奎
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
実
現
す
る
た
め
に
取
り
組

ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
種
々
の
具
体
的
な
問
題
を
提
示
し
て
い
る
（
参
考

文
献
⑩
）。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
目
指
す
過
程
に
お

い
て
大
国
の
主
導
的
役
割
が
正
し
く
果
た
さ
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
で
あ

る
。特
に
、
日
本
と
中
国
の
い
ず
れ
も
が
覇
を
競
う
べ
き
で
は
な
く
、「
一

国
主
導
型
」
の
東
ア
ジ
ア
協
力
モ
デ
ル
は
う
ま
く
い
か
な
い
こ
と
を
認
識

す
べ
き
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
、「
日
本
な
ど
が
米
国
と
の
二
国
間

同
盟
関
係
の
限
界
を
認
識
し
て
、
そ
こ
か
ら
二
国
間
の
軍
事
同
盟
に
過
度

に
依
存
せ
ず
、
東
ア
ジ
ア
各
国
と
共
同
で
、
第
三
者
を
標
的
と
し
な
い
非

軍
事
同
盟
的
な
多
国
間
の
安
全
保
障
体
制
等
を
確
立
で
き
る
か
否
か
。
こ

う
し
た
問
題
は
、
東
ア
ジ
ア
各
国
が
安
全
保
障
面
で
東
ア
ジ
ア
共
同
体
を

構
築
す
る
誠
意
が
あ
る
か
を
検
証
す
る
試
金
石
で
あ
る
。
特
に
、
当
地
域

の
大
国
で
も
あ
る
日
本
は
日
米
安
全
保
障
条
約
に
直
接
・
間
接
的
に
中
国

を
標
的
と
す
る
い
か
な
る
部
分
も
な
い
よ
う
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
し
て
日
米
安
全
保
障
同
盟
に
対
す
る
牽
制
を
行
っ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
安
全
保
障
の
多
国
間
枠
組
み
の
将
来
像
に
関
し

て
、「
朝
鮮
の
核
問
題
を
積
極
的
に
解
決
す
る
こ
と
が
、
北
東
ア
ジ
ア
地
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域
の
集
団
安
全
保
障
メ
カ
ニ
ズ
ム
の
構
築
に
向
け
て
の
重
要
な
演
習
と
な

る
可
能
性
が
あ
る
。
関
係
各
国
は
朝
鮮
の
核
問
題
を
解
決
す
る
過
程
で
、

六
者
協
議
が
徐
々
に
定
期
化
に
向
か
う
よ
う
努
力
し
て
、『
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

地
域
フ
ォ
ー
ラ
ム
（
Ａ
Ｒ
Ｆ
）＋
六
者
協
議
』
を
将
来
の
東
ア
ジ
ア
安
全

保
障
共
同
体
の
重
要
な
基
盤
と
す
べ
き
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。

●
結
び
に
か
え
て

最
後
に
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
を
め
ぐ
る
中
国
外
交
に
関
し
て

注
目
す
べ
き
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
示
し
て
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
。
第
一

は
米
中
関
係
に
関
し
て
、
と
り
わ
け
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
形
成
の
潮
流

の
な
か
で
、
中
国
が
ア
メ
リ
カ
を
い
か
に
位
置
づ
け
て
い
こ
う
と
し
て
い

る
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
前
述
の
王
毅
の
発
言
が
示
す
よ
う
に
、
中
国
は

「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
の
実
現
に
向
け
て
、
純
粋
に
「
開
か
れ
た
地

域
主
義
」
を
追
求
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
依
然

と
し
て
疑
問
の
余
地
が
残
る
。
も
ち
ろ
ん
、
実
際
の
と
こ
ろ
一
九
九
○
年

代
初
頭
に
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
マ
ハ
テ
ィ
ー
ル
首
相
（
当
時
）
が
提
案
し
た

Ｅ
Ａ
Ｅ
Ｃ
（
東
ア
ジ
ア
経
済
協
議
体
）
構
想
の
失
敗
の
教
訓
が
示
す
よ
う

に
、
ア
メ
リ
カ
を
排
除
し
た
形
で
の
東
ア
ジ
ア
の
ブ
ロ
ッ
ク
形
成
は
現
実

的
に
は
困
難
で
あ
る
。
だ
が
、
冷
戦
期
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
中
国
が

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
接
近
し
て
き
た
背
後
に
は
ア
メ
リ
カ
に
対
す
る
牽
制
と
い

う
政
治
的
意
味
合
い
が
多
か
れ
少
な
か
れ
含
ま
れ
て
い
た
と
い
う
歴
史
的

な
事
実
が
あ
る
。そ
れ
ら
を
踏
ま
え
れ
ば
、
中
国
が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

を
通
じ
て
ア
メ
リ
カ
の
単
独
覇
権
主
義
に
対
し
て
牽
制
を
は
か
ろ
う
と
し

て
い
る
と
い
う
見
方
は
あ
な
が
ち
絵
空
事
と
ば
か
り
は
言
い
切
れ
な
い
だ

ろ
う
。
特
に
、
近
年
ア
メ
リ
カ
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
対
策
に
奔
走
し
て
お
り
、

経
済
面
に
お
け
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
す
る
戦
略
的
な
関
心
が
減
少
し
つ
つ

あ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
情
勢
下
で
、
中

国
は
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
築
の
過
程
に
お
い
て
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
友

好
国
と
し
て
自
国
の
政
治
的
基
盤
と
し
て
取
り
込
み
を
は
か
ろ
う
と
し
て

い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
そ
こ
に
は
、
ア
メ
リ
カ
と
い
う
い
わ
ば
主

要
な
「
極
」
に
次
い
で
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
を
中
国
寄
り
の
「
準
極
」
と
し
て

養
成
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
中
長
期
的
に
国
際
関
係
の
多
極
化
を
進
め
て

い
こ
う
と
い
う
中
国
の
意
図
が
含
ま
れ
て
い
る
と
も
解
釈
で
き
る
。

第
二
の
ポ
イ
ン
ト
は
日
中
関
係
で
あ
る
。
特
に
、
中
国
が
「
東
ア
ジ
ア

共
同
体
」
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
日
本
を
ど
う
位
置
づ
け
、
い
か
に
取

り
扱
っ
て
い
く
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
目
下
の
と
こ
ろ
、
中
国
は
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
と
い
う
多
国
間
協
議
を
通
じ
て
日
本
と
の
二
国
間
関
係

の
改
善
を
図
っ
て
い
く
べ
き
で
あ
る
と
い
う
立
場
を
示
し
て
い
る
こ
と
は
、

前
述
し
た
通
り
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
と
同
時
に
、
中
国
が
同
協
議
の
場
に

お
い
て
、
他
の
ア
ジ
ア
諸
国
と
と
も
に
日
本
に
対
す
る
外
交
攻
勢
を
か
け

よ
う
と
し
て
い
る
可
能
性
が
完
全
に
無
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
。
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
＋
３
が
原
型
と
な
る
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
と
い
う
枠
組
み
内
で
は
、

中
国
が
「
歴
史
問
題
」
を
め
ぐ
っ
て
日
本
に
対
抗
す
べ
く
、
韓
国
と
Ａ
Ｓ

Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
と
の
間
で
連
携
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
中
国
側
に
は
こ
の
よ

う
な
読
み
も
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
中
国
が
「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
築
の
た
め
の
条
件
と
し
て
「
日
本
が
中
国
、
韓
国
や

ア
ジ
ア
諸
国
と
の
間
で
『
歴
史
に
お
け
る
和
解
』
の
実
現
の
た
め
の
不
断

の
努
力
を
堅
持
し
て
、『
歴
史
に
お
け
る
和
解
』
を
実
現
す
る
過
程
で
、

一
部
の
民
衆
の
間
に
出
現
し
て
い
る
益
々
強
ま
る
民
族
対
立
の
回
避
に
留

意
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
否
か
と
い
う
こ
と
が
含
ま
れ
る
」（
参
考
文
献

⑩
）
と
述
べ
て
い
る
こ
と
に
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

さ
ら
に
、「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」
を
め
ぐ
る
日
中
主
導
権
争
い
に
関
し

て
言
え
ば
、
中
国
は
、
日
本
と
中
国
が
主
導
権
争
い
を
す
べ
き
で
は
な
く
、

「
一
国
主
導
型
」
の
東
ア
ジ
ア
の
多
国
間
協
議
が
機
能
し
な
い
と
い
う
立

場
を
示
し
て
い
る
。
地
域
の
多
国
間
協
議
の
中
核
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は

中
国
の
み
な
ら
ず
日
本
に
と
っ
て
も
重
要
な
近
隣
諸
国
で
あ
り
、
多
国
間

協
調
を
通
じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
緊
密
な
関
係
を
保
っ
て
お
く
こ
と
は
、
日

中
両
国
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。
ま
た
逆
に
言
え
ば
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
勢
力

が
い
ず
れ
か
一
方
の
国
と
よ
り
緊
密
な
関
係
と
な
る
こ
と
は
、
両
者
に
と

っ
て
必
ず
し
も
望
ま
し
い
状
況
と
は
言
え
な
い
。
従
来
こ
の
状
況
が
現
実

の
も
の
と
な
る
こ
と
を
防
ぐ
べ
く
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
対
す
る
外
交
攻
勢
を

め
ぐ
っ
て
日
中
間
に
競
争
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
の
も
事
実
で
あ
る
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（
参
考
文
献

）。

だ
が
視
点
を
変
え
れ
ば
、
日
中
両
国
の
間
に
立
つ
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
は
、
多

国
間
協
議
を
め
ぐ
る
両
国
の
主
導
権
争
い
の
「
芽
」
を
巧
み
に
活
か
し
て
、

日
中
双
方
か
ら
の
政
治
的
、
経
済
的
な
支
援
等
を
引
き
出
そ
う
と
す
る
場

面
が
実
際
の
外
交
の
舞
台
で
見
受
け
ら
れ
る
の
も
ま
た
現
実
で
あ
る
。
ま

た
、
目
下
の
と
こ
ろ
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
と
っ
て
「
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
共
同
体
」

の
実
現
が
最
優
先
で
あ
り
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
３
の
発
展
と
「
東
ア
ジ
ア
共

同
体
」
構
想
の
実
現
は
あ
く
ま
で
も
そ
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
に
は
、
多
国
間
協
調
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
自
ら

の
主
体
性
を
確
保
し
つ
つ
、
＋
３
（
プ
ラ
ス
・
ス
リ
ー
）
の
大
国
の
日
本
、

中
国
、
韓
国
か
ら
支
援
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
し
た
た
か
な
読
み

も
そ
の
根
底
に
あ
る
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
日
中
双
方
は
こ
う
し
た
複

雑
な
現
実
の
状
況
に
つ
い
て
も
、
冷
静
に
か
つ
重
く
受
け
と
め
て
い
く
べ

き
で
あ
ろ
う
。

第
三
の
ポ
イ
ン
ト
は
台
湾
問
題
で
あ
る
。中
国
が
「
東
ア
ジ
ア
共
同
体
」

を
は
じ
め
と
す
る
多
国
間
の
国
際
的
枠
組
み
を
通
じ
て
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
と
の

連
携
を
深
め
て
い
く
こ
と
は
、
台
湾
の
政
治
・
経
済
面
に
お
け
る
地
域
の

影
響
力
低
下
に
も
繋
が
る
。
す
な
わ
ち
、
台
湾
が
進
め
て
き
た
対
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ａ
Ｎ
投
資
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
中
国
大
陸
へ
の
依
存
を
減
じ
て
国

際
空
間
の
拡
大
を
は
か
る
と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
「
南
向
政
策
」
を
妨
害
す

る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
元
来
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸
国
は
基
本
的
に
は
「
一

つ
の
中
国
」
原
則
を
支
持
し
て
き
た
も
の
の
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
や
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
の
よ
う
に
依
然
と
し
て
台
湾
と
の
緊
密
な
関
係
を
保
持
し
て
い
る

国
々
も
あ
る
。
例
え
ば
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
一
九
七
五
年
か
ら
現
在
に
至

る
ま
で
台
湾
と
の
間
に
定
期
的
な
軍
事
交
流
を
行
っ
て
い
る
。今
後
、「
東

ア
ジ
ア
共
同
体
」
構
想
が
よ
り
具
体
化
す
る
に
つ
れ
て
、
中
国
は
国
家
の

参
加
を
条
件
と
し
た
多
国
間
協
調
を
進
め
る
と
と
も
に
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
諸

国
と
台
湾
の
絆
を
断
ち
切
る
べ
く
、
よ
り
一
層
の
台
湾
排
除
の
構
え
を
見

せ
る
可
能
性
が
高
く
な
る
と
見
る
べ
き
だ
ろ
う
。

以
上
述
べ
て
き
た
ポ
イ
ン
ト
を
見
極
め
つ
つ
、
ま
も
な
く
開
催
さ
れ
る

第
一
回
「
東
ア
ジ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
」、
さ
ら
に
は
将
来
の
「
東
ア
ジ
ア
共

同
体
」
構
想
及
び
そ
れ
を
め
ぐ
る
中
国
外
交
の
行
方
を
引
き
続
き
注
目
し

て
い
き
た
い
。

（
ま
つ
も
と　

は
る
か
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究
所
地
域
研
究
セ
ン
タ
ー
）
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